





































について論文を書くために，私は 2018 年 2 月と 9 月に長崎大学附属図書館中
央館と経済学部分館で調査をおこなった．その際，かつて長崎大学が発行して













































1945 年 8 月 9 日の米軍による原子爆弾投下の瞬間，引田は爆心地から金比羅
山を挟んだ片渕の校舎にいて，原子爆弾の直撃を受けてはいないため（本論文

































1915 年   9 月  長崎市に生まれる
1939 年   3 月  東京外国語学校仏語科卒業
同年 4 月  鉄道省東京鉄道局
1941 年   8 月  名古屋陸軍幼年学校教授嘱託
1943 年   3 月  長崎高等商業学校助教授
1951 年   3 月  長崎大学経済学部講師
1967 年   3 月  長崎大学経済学部助教授
1975 年 12 月  長崎大学経済学部教授
1981 年   4 月  停年により退職
1982 年   4 月  活水女子大学教授（1） ★
1985 年   5 月  長崎大学名誉教授（2） ★
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6067 語の〈基本語〉を収録したという G. Vander Beke, French Word Book
（Macmillan, New York, 1935）と，フランス教育省が 1954 年に選定した 1445
語と初級文法事項を収録したLe français élémentaire（1er Degré）（すぐにLe 









































































































































































































































































































概説したが，特に第 5 節で取り上げた 2 本の論文について，今後も検討すべ
き課題をあげておきたい．それは，引田が核実験について触れた論文は 1974




























1． 1949 年から 1982 年 4 月まで嘱託・非常勤講師として同大学に出講していた
（齋藤の調査による）．
2． 「名誉教授の称号授与」（1985 年 7 月 5 日付『学園だより』第 89 号，3 頁〔『学
園だより　縮刷版　No.3　第 61 号〜 90 号』長崎大学学生部，1987 年，189
頁〕）による．






7． Bは引田 1974cによれば「《小規模の核爆発．内外の抗議にも拘らず 9 月末まで
ムルロア実験は継続されるだろう．》」（55-56）という記事．Dは「前国防相ミ
シェル・ドブレ氏の核武装必要論」（58）．
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10．『長崎大学経済学部　創立 110 周年記念誌』（瓊林会，2015 年），151 頁．
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江島正信，2003 年，「引田先生に教わった仏語教材」，『瓊林』102 号，22〜23 頁









で初の被曝訴訟」，『朝日新聞』2009 年 6 月 24 日付朝刊，2 面．
46 齋　藤　　　一
